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乾燥耐性が高められた植物の作出における、
ＺＰＴ２－３ジンクフィンガー型転写因子の利用

【課題】 ジンクフィンガー型転写因子遺伝子を利用して、植物の乾燥耐性を向上させることを課題と
する。
【解決手段】 ZPT2-3の機能を調べるため、CaMV 35Sプロモーターの制御下でZPT2-3遺伝子を過
剰発現する形質転換ペチュニアを作製し、乾燥ストレス処理に対する耐性の有無を検討した結果、
驚くべきことに、形質転換ペチュニアが、野生型と比較して、乾燥に対して顕著な耐性を示すことが
明らかとなった。さらに、形質転換ペチュニアには生育や形態上の異常は認められなかったことか
ら、ZPT2-3遺伝子の過剰発現が植物の生育等に悪影響を及ぼさないことも明らかとなった。
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